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インターネットマナーテキスト 
 
本稿は、インターネットの急速な普及に伴いトラブルに巻き込まれる学生が出てきたのを機に、
そのマナー等を正式に学んでいない方を対象として、急遽作成したものです。 
それなりに役に立つものと考え広報に転載致します。   （ 最終校正 2000.6.19 ） 
 
電子情報工学科    藤原 正敏 
 
１． はじめに 
ＩＴ革命と言われるように、情報技術の目覚ましい発展は、私たちの「情報」に関わる種々の活
動を大幅に拡大してきています。 
殊に、インターネット社会は、「時間と空間を越えて」、今までは不可能と考えらた世界との情報
のやりとりが瞬時にして行えます。これは、私たちが今まで行ってきた「情報のやりとり」と大き
く異なります。 
則ち、インターネットは、人間が直接触れ合う社会と異なり、ネットワーク上に表現された情
報（文字、画像、動画、音声など）を通して触れ合う社会です。 
顔や声などを知らなくても、また、国や文化、宗教、慣習などが異なっていても、世界の多くの人々
とコミュニケーションをはかることができる社会です。 
それだけに、それらの情報には、信頼性、だれもが理解できる適切な表現などが求められています。 
もちろん、インターネット社会は、永い間議論され、社会に認められた多くの今までに定められた
一般社会のルールは、尊重されなければなりません。特に、基本的人権は、尊重されなければなり
ません。また、国それぞれの文化や宗教、慣習等の背景に十分な配慮が必要です。 
このように、居ながらにして不特定多数の人々に情報を発信し、コミュニケーションをはかる
ことのできる「インターネット社会」は、予想を遙かに越える便利さを提供してくれますが、そ
の反面、一歩誤れば、「人権侵害」、「知的所有権の侵害」、「表現不足による取り返しのつかない誤
解」、「公序良俗に反する利用につながる危険」、「信用の失墜」などと背中合わせにあるというこ
とを十分に認識しておかなければなりません。 
本テキストは、福井工業高等専門学校の学生がインターネット等を利用して「情報」をやりとり
するに当たって、「情報倫理基準」や「一般的な倫理基準」を十分に把握して、良識的な行動規範
を持って利用できるように基本的な事柄をまとめてあります。 
以下の事項を十分に熟読し、インターネットを活用し、活発な「情報活動」を行い、自主的な学習
に役立てて下さい。 
 
２． インターネットとは 
インターネットとは、一定のルールに基づき世界に散在する個々のネットワーク（ ＬＡＮ ： 
Ｌｏｃａｌ Ａｒｅａ Ｎｅｔｗｏｒｋ）同士が結び合った （ ＷＡＮ ：Ｗｉｄｅ Ａｒｅａ 
Ｎｅｔｗｏｒｋ）世界最大のネットワークです。このネットワーク上では、いろいろなサービスが
提供されており、 このネットワークに接続を行えば、そのサービスが利用できます。 
会社、学校などで利用するネットワーク（ Ｌｏｃａｌ Ａｒｅａ Ｎｅｔｗｏｒｋ ）とは異
なり、ありとあらゆる人が参加するインターネットでは、 まさしく多種多様な情報のやりとりが
可能です。 
このインターネットは、もともとは研究機関や大学のネットワークを相互に接続し、研究を促進
するために開発されたものですが、現在は、企業や個人を対象にしたインターネットサービスプロ
バイダ（ＩＳＰ）も接続した世界レベルのネットワークになっています。 
 
２，１ 本校における学生のインターネット利用について 
本校では、これからの「高度情報化社会」における「情報活用能力」（情報リテラシ−）を修得す
るための教育を行うため、福井工業高等専門学校 キャンパス情報ネットワーク（ＦＩＮＥＳＳと
いう）が利用できます。 
学生は、「情報倫理基準」や「一般的な倫理基準」を履修し、「ＦＩＮＥＳＳ利用心得」を熟読の
上、利用願を提出し、許可を得て、初めて 「インターネット」が利用できることになります。 
従って、「教育上」インターネット活用には、いくつかの「制約」が設けられております。 
著しいマナー違反に対しては、「利用の禁止」の措置が取られることもあります。 
また、「人権侵害、知的所有権違反など」に対しては、刑事事件として取り扱われたり、何らかの
処分を言い渡されたりすることがあります。 
 
２．２ インターネットで利用できるサービス 
１） ＷＷＷ（Ｗｏｒｌｄ Ｗｉｄｅ Ｗｅｂ） 
ＷＷＷは、インターネット上に散在する任意の文字や画像などの情報源にアクセスし、学術情報、
企業情報、ニュースやイベント情報、その他趣味嗜好に関することなど、個人個人が欲する情報を
迅速に取り出せるシステムです。 
２） 電子メール（Ｅ－ｍａｉｌ） 
電子メールは、簡単に言えば、「コンピュータネットワーク上でやりとりする手紙」です。 
電子メールの利点は、郵便と比べれば、 
「短時間で、相手に届きます」、 
「同時に多数の人に送ることができます」 
「届いたメールの内容をコンピュータで編集、加工、保存ができます」 
「相手が不在の場合も十分に”メッセージの伝達”は可能となります」 
（電話は相手が居ないと通じませんが、電子メールは、送信相手のメールボックスに確実に短時
間で届きます） 
３） ネットニュース（Ｎｅｔ Ｎｅｗｓ） 
ネットニュースは、「コンピュータネットワーク上で、不特定多数の人と、テーマ別に情報交換
を行う場」です。気軽な話題から、専門的な話題まで、テーマ別に分かれており、それぞれを「ニ
ュースグループ」と呼びます。 
４） ＦＴＰ（Ｆｉｌｅ Ｔｒａｎｓｆｅｒ Ｐｒｏｔｏｃｏｌ） 
ＦＴＰは、「ネットワークで結ばれたコンピュータ間でのファイル転送時に利用されるプロトコ
ル（通信手順）」や「そのプロトコルを使用して、ファイルを転送するアプリケーション」のこと
です。 
フリー（無償の）ソフトウェアから演奏音楽、小説や報告書、動画像の入手（配布）まで、種々
活用されております。 
５） Ｔｅｌｎｅｔ 
ｔｅｌｎｅｔは、ネットワークに接続された（遠方の）ホストコンピュータにログインし、直接
操作するための約束事を定義したプロロコルのことです。 
相手方のコンピュータの利用許可（利用者ＩＤ、パスワード）を得ていれば、他のコンピュータ
からの利用が可能となります。 
 
３． インターネットを利用する際の注意点 
ここでは、インターネットを利用する上での禁止行為、注意点、マナーについてまとめておきま
す。 
 
３．１ 知的所有権・著作権の保護とプライバシーの尊重 
インターネットにおいても、当然のことながら、知的所有権・著作権が存在します。 
具体的には、インターネット上で公開されているホームページの中身（記事内容、写真、イラスト、
壁紙、・・・）やプログラム、ニュースグループでの掲示内容などがそれにあたります。 
一般的には、インターネット上に公開されている情報を個人的に利用・流用する場合は、著作権
の有無や再配布の可否を確認する必要があります。 
多くの場合、それらについて述べてありますが、ない場合は、必ず確認をとる習慣を付けましょう。 
（注意１）インターネットを利用する場合、公開されている情報等には、知的所有権や著作権が
あることに注意して下さい。 
公開されている情報を、著者の許可を得ずに、別の場所で公開すると罰せられます。 
（注意２）インターネット上では、情報が一瞬にして、全世界（の不特定多数の人）へ流れます。 
流す前に、（内容、送信相手などを）十分にチェックをすることが大切です。 
特に、本人および他人の個人的情報を送信する場合には、十分に注意する必要があります。 
（注意３）受け取った電子メールは、手軽に他の人に転送できます。しかし、発信者は、「他人に
は、転送されない」という前提でメールを送ったかも分かりません。 
転送する際には、十分注意しましょう。 
下手をすると「永年の信頼関係が一瞬にして壊れてしまいます。」また、親切を装い「ねずみ算式
にメールをまき散らそうとする」悪質なものもあります。 
（無意味なメールが膨大に増え続け、ネットワークシステムを破壊することもあります） 
自分宛の電子メールの中には、いわゆる「ウイルス」が紛れて来ることがあります。 
（注意４）全然身に覚えのない電子メールは、見ないで削除しましょう。 
転送して、ウイルスをまき散らさないようにしましょう！！ 
 
３．２ アカウントとパスワードについて 
アカウント（インターネットを利用する際のＩＤ）とパスワードは、所有者個人の管理になりま
す。また、アカウントの使用における全ての行為は所有者個人が負うことになります。従って、パ
スワードの管理は十分に注意して、他人に知られないようにすることが重要です。 
他人にパスワードを知られると自分宛のメールを読まれたり、自分のアカウントで嘘の情報を発
信されて問題になったり、電子ショッピングをされて、 全く身に覚えの ない請求書が送られて
きたりします。（「なりすまし」と言う） 
また、クラッカーがそこを突破口にして、システム内に侵入し、システムを破壊したり、多くの
システム登録利用者の情報を盗んだり、書き換えたりするという多くの利用者に取り返しのつかな
い被害が及ぶ大問題になったりします。 
（注意１）他人に自分のパスワードを教えない。 
（注意２）見破られやすいパスワードをつけない。 
（例：自分の名前、電話番号、誕生日、キャシュカードの暗証番号、全部同じ文字、固有名詞） 
多くのシステムは、単純な文字列や、短い文字列はパスワードとしては受け付けてくれない 
（注意３）パスワードやクレジット番号等他人に知られたくない個人情報や非公開情報は、電子
メール等に書き込まない。 
暗号化技術を利用しなければならない 
（注意４）他人とアカウントを共有したり、貸し借りしない。 
（注意５）パスワードは、適宜、変更をする。 
パスワードを調べるのを、電子辞書などを参照するプログラムを利用して、人間でなくてコンピュ
ータにやらせるような者もいます。 
いろいろな情報機器を扱う機会がますます増えてきております。「パスワードの変更は、日常の
活動」として認識しておきましょう。 
 
３．３ 有料情報・ショッピングについて 
インターネット上では、企業・団体・個人などがホームページを公開しております。その中には、
有料情報やショッピング情報が掲載されている場合があります。 
この有料情報やインターネット上でショッピングを利用する場合、プライベート情報（住所、生
年月日、電話番号、・・）やクレジットカードの番号を入力する必要があります。景品付きアンケ
ートなども同様です。 
インターネット上でのセキュリティは、まだ完全なものではありません。入力した個人情報が第
３者に漏れる可能性があります。 
「利用料金の負担や有料情報提供先とのトラブルに関しては、利用者個人の責任」になります。 
（注意）個人情報を入力する際は、十分に注意する必要があります。 
 
３．４ チャットについて 
インターネット上では、複数の人が同時に井戸端会議をするような「おしゃべり」（チャットと
言う）の世界があります。「同じ話題や悩みについて、話し合える」ため人気があります。しかし、
相手が見えない分、話が過激になっている場合もあります。普通のおしゃべりと異なり「会話の内
容が全て電子化され記録」として残ります。 
既に、後で「名誉毀損」で訴えられたり、「退学処分」になった事例の報告があります。 
「口は災いの元」でなく、「チャットは災いの元」ということのないようにしましょう。 
（注意）個人の名誉を傷つけるような言葉を入力しない。 
 
３．５ インターネットを利用する際のマナー 
インターネット上でのコミュニケーションでは、一般的なマナーに加えて、インターネット特有
のマナーがあります。そのマナーに違反すると、他の利用者に迷惑をかけることになります。 
以下の事柄を必ず守って、インターネットを利用して下さい。 
 
１） 差別用語や誹謗中傷するような用語は使用しない。 
２） 公序良俗に反する内容や、脅迫的な内容、感情的な内容を記述しない。 
３） 電子メールのやりとりでは、発信者名を明確にする。 
４） 偽名のメールは送信しない。 
５） チェーンメール（不幸の手紙のようなもの）を受け取っても、返信・送信はしない。 
６） 広告やダイレクトメールのような営利目的には利用しない。 
７） メーリングリストに参加する場合は、脱会方法を確認しておく。 
８） 長期間メールが利用できない・利用しない場合は、参加しているメーリングリスト 
から脱会する。 
９） ホームページ等で社会通念に反する情報を流さない。 
１０）第３者のソフトウェアやデータなど著作権の対象になっているものを許可なく複製・ 
変更および公開を行わない。 
１１）ネットワークシステムに関わるプログラムの破壊・変更およびコンピュータウイルス 
の配布は行わない。 
１２）半角カタカナ及び‘機種依存文字は使用しない。 
１３）ニュースグループに投稿する場合は、ニュースグループの趣旨に反する投稿は行わない。 
１４）その他、法律に違反すること、一般的に禁止されている行為やマナーに違反する行為は 
行わない。 
 
４． おわりに 
急速にインターネット社会が身近なものとして実現し、携帯電話や家庭用電話でも電子メールや
Ｗｅｂ探索が可能になりつつある。このような社会情勢においては、「情報リテラシー教育」を受
ける以前に既に「インターネットの利用」を当たり前とする学生が急速に増えてきております。 
「情報リテラシー教育」の前に、「インターネットに関して、エチケットやマナーの学習が必須
である」との認識を持つことが、 私たち教職員、学生、全体の問題となってきております。 
取り急ぎ、暫定版の「インターネットマナーテキスト」を作成し配布することにします。 
キャンパス情報ネットワークシステム（総合情報処理センターおよび各学科の端末を含む）を教
育用として利用する際の諸注意および 他のネットワークシステムを本校の学生として利用する場
合の一般的な注意を、 各大学・高専配布の資料を参考にしてまとめてみました。 
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